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2023年3⽉期 ハイライト

■前年⽐で増収・減益
☑前年⽐︓売上⾼４．６％増、営業利益３．９％減

■中間配当の実施（５円増配）
☑ 年間配当予定１株当たり１５円（個別配当性向３２．5％）

■Ｍ＆Ａの実施
☑ 友和商⼯（株）がグループイン
（２０２４年３⽉期より損益計算書連結対象）



友和商⼯の概要

友和商⼯は創業５０年以上の実績を持ち、取引先からの信頼がありオフィスビルの内装⼯事について豊富なノウ
ハウがある。また、優秀な技術者が在籍しており、業務品質が⾼い。
名 称 友和商⼯株式会社

所 在 地 東京都港区三⽥３－１１―３６ 三⽥⽇東ダイビル１F

事 業 内 容 内装仕上⼯事業

資 本 ⾦ 2,000 万円

設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ 1973年4⽉11⽇

最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態

決 算 期 2020 年１⽉期 2021 年１⽉期 2022 年１⽉期

純 資 産 105,847千円 141,843千円 168,786千円

総 資 産 473,666千円 419,706千円 350,948千円

１株当たり純資産 2,646.17 円 3,546.07円 4,219.64円

売 上 ⾼ 1,966,652千円 1,354,579千円 1,235,266千円

営 業 利 益 131,110千円 60,208千円 46,498千円

経 常 利 益 138,921千円 67,289千円 49,218千円

当 期 純 利 益 85,810千円 37,996千円 28,943千円

名 称 有限会社友和サービス ※

所 在 地 東京都港区三⽥３－１１―３６ 三⽥⽇東ダイビル１F

事 業 内 容 可動間仕切の販売・施⼯、ブラインド・スライディング
の販売及び施⼯、室内装飾⼀般

資 本 ⾦ 300 万円

設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ 1981年9⽉7⽇

最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態

決 算 期 2020 年１⽉期 2021 年１⽉期 2022 年１⽉期

純 資 産 62,420千円 64,141千円 60,854千円

総 資 産 68,794千円 72,158千円 67,178千円

１株当たり純資産 20,806.80円 21,380.23円 20,284.59円

売 上 ⾼ 55,653千円 57,937千円 52,673千円

営 業 利 益 1,583千円 4,503千円 3,715千円

経 常 利 益 1,849千円 4,716千円 4,011千円

当 期 純 利 益 △878千円 1,720千円 △3,286 千円

※ 有限会社友和サービスは友和商⼯株式会社の完全⼦会社
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単位：千円

2022/3期 構成⽐ 2023/3期 構成⽐ 増 減 前年
同期⽐

売上⾼ 5,742,863 100.0% 6,027,732 100.0% 284,868 5.0%

売上原価 4,650,068 81.0% 4,924,532 81.7% 274,463 5.9%

売上総利益 1,092,795 19.0% 1,103,200 18.3% 10,405 1.0%

販売管理費 875,916 15.3% 911,946 15.1% 36,029 4.1%

営業利益 216,878 3.8% 191,253 3.2% △ 25,624 △11.8%

営業外損益 26,763 0.5% 7,132 0.1% △ 19,630 △73.3%

経常利益 243,641 4.2% 198,386 3.3% △ 45,255 △18.6%

税引前利益 239,218 4.2% 198,386 3.3% △ 40,831 △17.1%

税引後利益 164,360 2.9% 127,933 2.1% △ 36,427 △22.2%
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連結 損益計算書

2022/3期 2023/3期 増 減

売上⾼ 5,742,863 6,027,732 284,868

建物総合サービス 4,632,253 5,001,222 368,968

⼈材サービス 1,094,672 1,026,510 △ 68,162

介護サービス 15,937 ― △ 15,937

セグメント別 売上⾼／売上総利益

2022/3期 2023/3期 増 減

売上総利益 1,092,795 1,103,200 10,405

建物総合サービス 919,246 969,717 50,470

⼈材サービス 174,270 133,483 △ 40,787

介護サービス △ 722 ― 722

損益計算書
単位：千円

昨年度に受託した丸の内ビルディングの常駐警備業務が順調に運営されたことに加え、丸の内エリアにおける管理施設の改装⼯事
に伴う臨時警備や⼤型イベント警備を受託しました。⼯事部⾨においては、オフィスビル全館の空調機等更新⼯事および⼤規模複合
施設でのシャッター改修⼯事を順調に受託しました。また、⼈材サービス事業においては、新型コロナウイルスワクチン職域接種運
営業務や各種イベントの案内誘導業務・運営業務等の臨時案件を多数受託し、⼀般派遣業務が増員となり業績に寄与したものの、
昨年度実施された東京オリンピック・パラリンピック運営関連業務の反動が⼤きく影響し、増益・減益となりました。



貸借対照表
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単位：千円

連結 貸借対照表・キャッシュフロー計算書

2022/3期 2023/3期 増 減 主な増減要因
現⾦・預⾦ 1,451,820 1,688,588 236,768
受取⼿形及び売掛⾦ 814,382 1,030,790 216,408
その他の資産 1,187,533 1,532,079 344,545
資産合計 3,453,736 4,251,458 797,722
買掛⾦ 172,521 445,253 272,732
短期・⻑期借⼊⾦ 356,360 552,967 196,607 ⼦会社株式取得のため⼀部を資⾦調達
その他の負債 1,151,198 1,354,665 203,467
負債合計 1,680,079 2,352,886 672,806
資本⾦ 302,000 302,000 ―
資本剰余⾦ 248,096 243,491 △ 4,605 譲渡制限付き株式報酬に伴う⾃⼰株式処分
利益剰余⾦ 1,172,211 1,256,886 84,675
⾃⼰株式 △ 38,522 △ 22,146 16,376 譲渡制限付き株式報酬に伴う⾃⼰株式の減少
その他の純資産 89,871 118,341 28,469
純資産合計 1,773,656 1,898,572 124,915 （⾃⼰資本⽐率44.7%）
負債・純資産合計 3,453,736 4,251,458 797,722

2022/3期 2023/3期 主な要因
営業活動によるキャッシュ・フロー 82,811 251,437 売上債権の減少、未払消費税の増加
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 138,536 △ 115,988 ⼦会社株式の取得
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 162,191 152,469 ⻑期借⼊⾦収⼊
現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼ 953,137 1,241,055

キャッシュフロー計算書



2022／3期 2023／3期 増 減
売上⾼ 5,742,863 6,027,732 284,869

警備部⾨ 2,829,544 3,006,089 176,545

清掃部⾨ 760,514 735,618 △ 24,896

設備⼯事部⾨ 827,519 1,035,690 208,171

オフィスサービス部⾨ 195,728 206,976 11,248

⼈材派遣部⾨ 1,094,672 1,026,510 △ 68,162

その他（介護含む） 34,886 16,848 △ 18,038

売上総利益 1,092,795 1,103,200 10,405

警備部⾨ 565,243 627,690 62,447

清掃部⾨ 142,660 123,268 △ 19,392

設備⼯事部⾨ 173,117 188,652 15,535

オフィスサービス部⾨ 40,047 34,891 △ 5,156

⼈材派遣部⾨ 174,270 133,483 △ 40,787

その他（介護含む） △ 2,542 △ 4,785 △ 2,243

単位：千円

警備部⾨は丸の内エリアにおける管理施設の改装⼯事に伴う臨時警備や⼤型イベント警備を受託、設備⼯事部⾨はオフィスビル全館
の空調機等更新⼯事および⼤規模複合施設でのシャッター改修⼯事の受託により売上⾼が前年⽐プラスとなりました。

⼈材派遣部⾨は新型コロナウイルスワクチン職域接種運営業務や各種イベントの案内誘導業務・運営業務等の臨時案件を多数受託し、
⼀般派遣業務が増員となり業績に寄与したものの、昨年度実施された東京オリンピック・パラリンピック運営関連業務の反動が⼤きく
影響し売上⾼・売上総利益が前年⽐マイナスとなりました。

連結 部⾨別売上⾼・売上総利益
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2021/3期 2022/3期 2023/3期 利益売上⾼
売上⾼ 営業利益 経常利益

2021／3期 2022／3期 2023／3期

売上⾼ 5,935,746千円 5,742,863千円 6,027,732千円
営業利益
（対売上⽐率）％

202,471千円
3.4％

216,878千円
3.8％

191,253千円
3.2％

経常利益
（対売上⽐率）％

218,068千円
3.7％

243,641千円
4.2％

198,386千円
3.3％

⾃⼰資本⽐率 46.9% 51.4% 44.7%
⾃⼰資本利益率（ROE）※ 9.3% 9.6% 7.0%
配当額（1株当たり） 10円 10円 15円（⾒込）
配当性向 19.9％ 17.5％ 33.9％

連結 経営指標の推移

※ ⾃⼰資本利益率（ROE）は当期純利益を使⽤して計算しています
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2023／３期実績 2024／３期予想 前年実績⽐

（連結）売上⾼ 6,027,732千円 7,317,866千円 1,290,134千円

営業利益 191,253千円 217,747千円 26,494千円

経常利益 198,386千円 227,757千円 29,371千円

当期純利益 127,933千円 166,257千円 38,324千円

（個別）売上⾼ 5,591,999千円 5,595,000千円 3,001千円

経常利益 194,700千円 154,850千円 △39,850千円

当期純利益 133,704千円 101,850千円 △31,856千円

配当額（1株当たり） 15円（⾒込） 15円（⾒込） －

配当性向 32.5％（⾒込） 30.0％以上 －

2024年3⽉期業績予想

業績予想理由
売上⾼については、昨年度全株式の取得により当社グループに加わった友和商⼯（株）が連結⼦会社となり、来期より損

益計算書も連結対象となることから⼤幅な増収を⾒込んでいます。また利益⾯については新たな連結⼦会社に係る費⽤が個
別（単体）において負担が増加し減収となるものの、連結では利益⾯での寄与が⾒込まれ、増益を⾒込んでいます。
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